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臭気測定業務従事者制度の概要 

 

 

 平成８年４月の改正悪臭防止法の施行により、嗅覚測定法を用いた臭気指数規制が導入さ

れ、「臭気判定士」の資格が創設された。その後、平成１２年の悪臭防止法の改正により、こ

れまで省令に位置づけられていた同資格が、新たに、法律に「臭気測定業務従事者」として

位置づけられた。 

 

１．臭気指数規制について 

 臭気指数規制は、都道府県知事又は指定都市・中核市・特例市・特別区の長による規制

地域の指定に基づいて行われることとなっており、指定された地域内の工場・事業場への

立入検査や監視測定は市区町村長が行うこととされている。 

 臭気指数による規制地域内においては、「臭気指数及び臭気排出強度の算定の方法」

（平成７年９月環境庁告示第６３号）に基づき、人の嗅覚を用いた測定法である「嗅覚測定

法」によって悪臭の測定を行うこととなっている。 

 

２．嗅覚測定法について 

 人間の鼻（嗅覚）を使ったにおいの測定法を嗅覚測定法と呼び、この中で「三点比較式

臭袋法」は日本で開発された手法で、国内で広く用いられている。この手法は、６人以上

のパネル（実際に嗅覚を用いてにおいの有無を判定する人）が用意された３つの袋を嗅ぎ、

においの入っている１つの袋を当てるもので、無臭空気により徐々に希釈していき、にお

いの入っている袋が嗅ぎ当てられなくなったときの希釈倍数でにおいの濃さを表す。この

手法は、比較的簡単な器具のみで測定できるといった利点がある。 

従来から多くの地方自治体で条例や指導要綱などによって測定法として採用されてい

たが、平成７年の悪臭防止法の改正により、法律に基づく規制手法として新たに導入され

た。 

 

３．臭気測定業務従事者について 

 臭気測定業務従事者は、悪臭防止法の施行に当たって必要となる臭気指数等の測定につ

いて、市町村等からの委託により測定業務を担当する者で、測定の的確かつ公正な実施を

確保するため、資格が付与されるものである。 

 臭気測定業務従事者は、試料の採取、パネルの選定、試料の調整と判定試験の実施、結

果のまとめ等、判定試験全体についての責任者で、試料採取時期の決定や当初希釈倍数の

決定などを行うため、自らも正常な嗅覚の持ち主でなければならない。また、人間の嗅覚

や生理に関する知識、結果のまとめに必要な統計学に関する知識、においに関する測定法

全般に関する知識、パネルの心理状況の試験結果に与える影響、臭気に関する行政的な立

場と基本的な臭気対策等についての幅広い知識を持ち、これらを十分に理解していなけれ

ばならない。 

このため、臭気測定業務従事者の資格は、悪臭防止行政や臭気指数等の測定等に関する

臭気判定士試験に合格し、かつ、正常な嗅覚を有することについての嗅覚検査に合格した

者に与えられるものとなっている。 

なお、臭気判定士免状は５年を期限に更新することとなっており、更新に当たっては嗅

覚検査を再度受検する必要がある。 

 

４．臭気判定士試験について 

臭気判定士試験は、臭気指数等の測定に関し必要な知識について行うもので、試験科目

とその内容は次のとおりである。 

 なお、本試験を受験するには、試験日において１８歳以上の者でなければならない。 



 

表  臭気判定士試験の試験科目とその内容 

 

科    目 主な出題内容  

嗅 覚 概 論 

○ ヒトの嗅覚の仕組みやにおいの役割などに関する事項 

○ 嗅覚閾値、嗅覚順応など、嗅覚の基本的な特性に関する事項 

○ におい物質やその物理・化学的性質に関する事項  

悪臭防止行政 

○ 悪臭防止法、施行令、施行規則、告示等の内容とその運用に関する事項 

○ 地方自治体の条例による規制及び指導と法令との関係に関する事項 

○ 臭気発生源及び悪臭防止対策の基礎的な知識などに関する事項 

悪臭測定概論 

○ 嗅覚測定法に関する基本的な考え方に関する事項  

○ 機器測定法および嗅覚測定法全般に関する事項 

○ 特定悪臭物質、臭気指数、臭気排出強度などに関する事項  

○ 種々の評価尺度についての基礎的な知識や理解に関する事項 

分析統計概論 

○ 統計の基本的な考え方に関する事項 

○ 度数分布、代表値、散布度、単回帰、相関等のデータの基本構造に関する事項

○ 統計的推定、統計的仮説検定等に関する事項 

○ ２点試験法、３点試験法等、臭気測定データの統計的処理に関する事項 

臭気指数等 

の測定実務 

○ パネルの選定とその管理に関する事項 

○ 測定に使用する器材とその取り扱いに関する事項 

○ 排ガス流量の測定に関する事項 

○ 試料採取方法に関する事項 

○ 判定試験の実施に関する事項 

○ 臭気指数等結果の求め方に関する事項 

○ 脱臭効率の計算、臭気排出強度の計算など測定結果の解析に関する事項 

 

 

５．嗅覚検査について 

 嗅覚検査は、嗅覚測定におけるパネルの選定方法と同様に、１から５までの番号の付い

た５本の紙（におい紙）のうち、基準臭の付いた２本のにおい紙の番号を嗅ぎ当てるもの

で、５種類の基準臭全てについて判定を行う。 

 本検査は一般的な嗅覚をもっているかどうかの判定を行う検査であり、特に鋭敏な嗅覚

が要求されているわけではない。 

 

６．臭気測定業務従事者に関する指定機関について 

 悪臭防止法施行規則（昭和４７年総理府令第３９号）第１３条第２項に規定される、臭気測

定業務従事者の資格試験を行う機関として、平成１３年５月３０日に制定された「悪臭防止

法第１３条第２項に規定する指定機関を指定する環境省令」をもって、（社）におい・かお

り環境協会が指定されている。 

 なお、臭気判定士試験及び嗅覚検査の実施は、毎年、環境大臣から公示される試験等の

実施計画に基づき行われる。 

 

        指定機関名称    社団法人におい・かおり環境協会 

        所 在 地            東京都千代田区東神田２丁目６番２号 
        電話番号        ０３－５８３５－０３１５ 

 




